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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】大地を守る佐賀県七浦地区のフラッシュ対策施設（渡邉圭四郎）
　干潟は，河川や沿岸流に運ばれてきた土砂が積もって成長する。潮位差が小さい日本海側や北海道沿岸ではあまり発達しない。干潟の
ほとんどは潮位差の大きい本州の太平洋沿岸や四国，九州に分布している。
　七浦干拓地もそういう干潟に由来する。干潟が発達してみお筋が狭まり後背農地の排水に障害が起きた。だから排水を貯めて樋門から
一気にみお筋に流すという対策をとってきた。しかし，本地区の樋門からの排水量は少ないため，みお筋の維持が難しい状況だった。写
真のフラッシュ対策施設は満潮時に外海に建設したプールに海水を貯めて，干潮時に一気に排水し，みお筋の維持を行っている。
　写真からは，干拓によってできた農地と浅場の干潟の関係がよく分かる。堆積した砂泥に光が当たり，独特な生態系が生まれる循環性
も見せ，干拓は天然の豊かな地層を再発見する機会だと言わんばかりだ。
　農地のみずみずしさを見せながら自然作用への対策法を収めたこの写真を見ていると，鷹揚なようにも見えるがしかし緻密なシステム
を持つ自然の凄さが，ひしひしと伝わってくる。
� 　（講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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